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三田市議会市民との意見交換会 実施報告書 

意見交換会名 お聞かせください“みなさんの声” 
班 

名 
１班 

開 催 日 時 令和７年４月 19日（土）午前１０時００分～午前１１時３０分 

開 催 場 所 市役所６階 委員会室 

出 席 議 員 
（班長） 幸田      （副班長・司会）福田(佳) 

出席議員：関口・木村・坪ノ内・長谷川・大西(憲)（記録） 

参加人数  ５人 

実施概要 

(テーマ・報告

内容・進行等) 

◆議会報告  

令和７年度予算審査報告  

◆意見交換 

テーマ「公共交通・農業、里山整備・地域課題について」 

主な意見・ 

要望・提案 

（意見交換の

内容） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆議会報告  

令和 7年度予算審査報告 

質疑応答なし 

◆意見交換 

【公共交通】 

Q 本庄、上青野地区にバスの本数、停留所が少なく、通院等日常の移動に非常

に困っている。対応について検討してほしい。 

A 市も赤字路線への補助もしているが、運転手不足、収支不足などの理由によ

り、バス事業者が減便や廃線を判断している。上青野地区は令和 7年度、本庄

地区は同 8年度にバス路線が廃止になるが、代替交通として市と地域共創で乗

合タクシーの実証実験を予定している。今後も地域住民と意見交換しながら地

域交通の検討、推進を市に求めていく。 

Q バス路線運行対策事業費予算が減額となっているが、減額分を地域の交通政

策への充当など検討しているのか。 

A 議会としても地域交通に関する問題意識はある。神姫バスなどの公共交通だ

けに依存するのではなく地域と共に代替交通の検討を市に要望していく。 

【農業・里山整備】 

Q 小規模農家営農継続支援事業に関して、小規模農家への支援だけではなく、

農地を集約化する考えはないか。 

A 議会としても、農業に関して問題意識を有している。県内でも播磨地域など

集約化を実施している地域もあり、大型機械の使用による効率化などメリット

はあると認識しているが、進めるには地域地権者の合意形成が必要となる。 

市でも集約化を検討している地域がある。今後、国の農地の整理事業などと連

携して進めていくよう市に求める。 

【地域課題】 

Q 三田市に引っ越しをして 7ヶ月になる。緑が多くて素敵だと思うが、家の周

りの木が伐採されている。伐採は様々な理由があると思うが、伐採した後を放

置せず、新たに植樹をするなど検討してほしい。 

A 市は無計画に伐採している訳ではなく、伐採している箇所は、老木による倒

木や、成長しすぎて見通しが悪くなる危険など様々な理由がある。 

該当箇所について、伐採理由を市に確認していく。 

Q ウッディタウンの平谷川沿いに大きな柳の木があり、根が川底の石の隙間に

入り込んでいる。今後処理が大変になる可能性もあり、調査が必要と考えるが。 

A 早急に所管の阪神北県民局に現在の状況調査を市から依頼するよう求める。 
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令和 ７年４月２２日 

議会改革推進会議委員長 様 

 

上記のとおり、実施いたしましたので報告します。 

  班長   幸田安司         


